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心に響く 冬花火



　

僕
が
通
っ
て
い
る
河
辺
中
学

校
は
、
来
年
度
か
ら
河
辺
小

学
校
の
校
舎
で
授
業
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
校
舎
で
の
最
後
の

卒
業
生
か
と
思
う
と
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で

い
ち
ば
ん
思
い
出
の
あ
る
場
所

は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
最
初

に
授
業
を
受
け
た
一
年
の
教
室

で
す
。
小
学
校
と
は
違
う
雰
囲

気
に
緊
張
し
て
い
た
の
を
、
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
高
校
入
試
に
向
け

て
、
面
接
の
練
習
や
各
教
科
の

復
習
を
し
て
い
ま
す
。
先
生
の

指
導
・
助
言
は
と
て
も
心
強
く
、

入
試
に
自
信
を
持
っ
て
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
医
師
な
ど
の

医
療
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
校

で
は
、
し
っ
か
り
と
学
力
を
身

に
付
け
た
い
で
す
。
ま
た
、
文

武
両
道
を
目
指
し
、
部
活
動
で

も
活
躍
し
た
い
で
す
。

　

今
年
度
の
河
辺
中
学
校
の
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
創
造
」

で
す
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
今

ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

この校舎最後の卒業生として
河辺中学校 3年
　森　川　慎

しん

太
た

郎
ろう

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲
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税　　　別 3月 4月 5月 6月

市 県 民 税 1期

固 定 資 産 税 1期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 9期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。

3 月の納税など　納期限は 4 月 1 日㈪です。

人の動き（先月比）

人　口　43,344人　（－ 56 ）
　男　　20,682人　（－ 30 ）
　女　　22,662人　（－ 26 ）
世帯数　19,841世帯（－ 12 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　　4件（   10 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　　4人（   16 人）

（2019年１月末現在）

　大洲復興冬花火大会が１
月11日㈮、肱北河原で開催
され、約5,000発の花火が冬
の夜空を彩りました。
　会場に集まった観客は、
寒空のなか、花火を楽しん
でいました。

【お詫び】
　広報おおず２月号11ページ「大洲の復興を目指
して」の記事で誤りがありました。「石本大

だい
輔
すけ
さん」

は、正しくは「石山大
だい
輔
すけ
さん」です。

　お詫びのうえ、訂正させていただきます。
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各種手続きについて、再度ご確認ください
 

市
税
・
保
険
料
な
ど
の
減
免　
　
　

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
水
害
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
人
が
申
請
す
る
と
、
被
害
の

程
度
に
応
じ
て
、
市
税
や
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
申
請
書
の
提
出
が
ま
だ
の
人

は
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
減
免
の
対
象
】

▽
市
税

・
固
定
資
産
税

・
個
人
住
民
税

・
国
民
健
康
保
険
税

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

▽
介
護
保
険
料

　

な
お
、
減
免
の
対
象
は
、
こ
の
災
害

に
伴
う
平
成
30
年
度
分
の
市
税
、
保
険

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
分
の
減

免
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　
　
　
　

☎
㉔
１
７
１
１

保
険
年
金
課　
　

☎
㉔
１
７
１
３

高
齢
福
祉
課　
　

☎
㉔
１
７
１
４

 

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　

①
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
納
付

が
困
難
な
人
（
学
生
を
除
く
）
の
う
ち
、

住
宅
・
家
財
な
ど
に
２
分
の
１
以
上
の

損
失
が
あ
っ
た
人
は
、
年
金
保
険
料
の

納
付
の
免
除
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
対
象
期
間
は
、
平
成
30
年
６
月

分
か
ら
平
成
32
年
６
月
分
ま
で
で
す
。

※ 

保
険
な
ど
に
よ
る
補
て
ん
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
分
を
控
除
し
ま
す
。

7 月豪雨で被災されたみなさんへ

②�

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
学
生

で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
は
、
年
金

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③�

老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
（
20

歳
前
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
も
の
）
お

よ
び
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給

　

所
得
制
限
に
よ
り
老
齢
福
祉
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て

い
る
人
で
、
被
害
に
よ
り
、
収
入
減
が

認
め
ら
れ
る
人
（
住
宅
・
家
財
な
ど
に

２
分
の
１
以
上
の
損
失
が
あ
っ
た
場

合
）
は
、
損
害
を
受
け
た
月
か
ら
翌
年

の
７
月
ま
で
の
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ

ま
す
。

※ 

保
険
な
ど
に
よ
る
補
て
ん
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
分
を
控
除
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
５
１
０
５

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金　
　
　
　

　

被
災
さ
れ
た
人
の
生
活
再
建
を
支
援

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
居
住
す
る
住

宅
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
た
基
礎
支
援

金
お
よ
び
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
た

加
算
支
援
金
、
ま
た
愛
媛
県
独
自
の
特

別
支
援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
の
対
象
と
な
る
人
】

▽
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

▽ 

住
宅
が
半
壊
な
ど
ま
た
は
住
宅
の
敷

地
に
被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や

む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

▽
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯

▽
住
宅
が
半
壊
し
た
世
帯
（
県
独
自
）

▽ 

住
宅
が
半
壊
に
至
ら
な
い
床
上
浸
水

と
な
っ
た
世
帯
（
県
独
自
）

【
必
要
書
類
な
ど
】

①
基
礎
支
援
金

▽ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
支
給
申
請
書

▽
り
災
証
明
書
お
よ
び
住
民
票（
原
本
）

▽
預
金
通
帳
の
写
し

▽
滅
失
登
記
簿
謄
本
（
解
体
の
場
合
）

な
ど

②
加
算
支
援
金

　

 

前
記
の
必
要
書
類
の
ほ
か
に
「
住
宅

を
建
設
、
購
入
、
補
修
お
よ
び
賃
貸

す
る
と
き
の
契
約
書
な
ど
の
写
し
」

【
受
付
期
限
】

①
基
礎
支
援
金

　

２
０
１
９
年
８
月
４
日
ま
で

②
加
算
支
援
金

　

２
０
２
１
年
８
月
４
日
ま
で

③
特
別
支
援
金

　

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
５

 

災
害
見
舞
金　
　
　
　
　
　
　
　

             

　

住
家
が
床
上
浸
水
以
上
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
額
】

▽
全
壊
・
流
失　
　
　
　
　

５
万
円

▽
半
壊
（
大
規
模
半
壊
を
含
む
）・

　

床
上
浸
水　
　
　
　
　
　

３
万
円

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
５

① ② ③
年金手帳 〇 〇
手帳証書 〇
印鑑 〇 〇 〇
被災状況届 〇
り災証明書（原本） 〇
在学証明書または学生証
（有効期限が記載） 〇

国民年金受給権者所得状況届 〇
老齢・障害給付受給権者支給
停止事由消滅届 〇

【必要なもの】

【支援金の支給額】
①基礎支援金
（�住宅の被害程度
に応じて支給）

被害程度 全壊 解体 大規模半壊
複数世帯支給額 100万円 100万円  50万円
単数世帯支給額  75万円  75万円 37.5万円

②加算支援金
（�住宅の再建方法
に応じて支給）

住宅の再建方法 建設・購入 補修 賃借（公営
住宅以外）

複数世帯支給額 200万円 100万円  50万円
単数世帯支給額 150万円  75万円 37.5万円

③県独自の特別
支援金

被害程度 全壊・解体・
大規模半壊 半壊 半壊に至らな

い床上浸水
複数世帯支給額  75万円 37.5万円 22.5万円
単数世帯支給額 56.2万円 28.1万円 16.8万円
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大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
が
１
月
11
日

㈮
、
肱
北
河
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
花
火
大
会
は
、
復
興
へ
の
願
い

を
込
め
、
大
洲
市
、
大
洲
商
工
会
議

所
、
大
洲
市
観
光
協
会
、
大
洲
商
店
会

連
合
会
が
主
催
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
肱
北
河
原
の
緑
地
公

園
特
設
会
場
で
は
、
甘
酒
や
ぜ
ん
ざ
い

な
ど
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
店
街
お
も
て
な
し
事
業
と
し

て
、
本
町
一
丁
目
商
店
街
と
殿
町
商
店

街
で
は
、
無
料
の
い
も
た
き
が
用
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
田で
ん

増ぞ
う

に
よ
る
演
奏
や
、
よ
さ

こ
い
演
舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
さ
こ

い
演
舞
で
は
、
昨
年
夏
に
中
止
と
な
っ

た
「
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
２

０
１
８
」
に
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
花
火
打
ち
上
げ
ま
で

の
ひ
と
と
き
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
後
に
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
約
20
分
間
、
冬
の
夜
空

を
彩
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
大
洲
復
興
冬
花
火
大

会
に
携
わ
っ
た
３
人
の
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

（特集）夜空を彩る冬花火 ～大洲復興冬花火大会～
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
夏
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
大
洲
の

花
火
大
会
で
花
火
師
を
務
め
る
㈱
カ
ネ

コ
の
金
子
仁ひ
と
し

さ
ん
か
ら
「
被
災
し
た
大

洲
市
民
の
た
め
に
、
無
償
で
復
興
の
花

火
を
打
ち
上
げ
た
い
」
と
い
う
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
沈
み
込
ん
で
ば
か

り
で
は
ダ
メ
だ
。
大
洲
が
元
気
に
な
る

た
め
に
花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う
」
と
、

そ
の
話
に
賛
同
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
洲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

愛
媛
県
、
㈱
カ
ネ
コ
に
協
力
を
い
た
だ

き
「
大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
多

く
の
人
か
ら
「
新
年
か
ら
元
気
が
出

た
」、「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ら
な
い
け
ん
」

と
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
花
火
大
会
が
開
催

で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
会
社
や
自
宅
も
被
災
し
ま
し
た

が
、
１
日
も
早
く
元
の
大
洲
に
戻
る
よ

う
に
、
復
興
に
向
け
一
歩
ず
つ
団
結
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

商
工
会
議
所
会
頭
の
城
戸
さ
ん
か

ら
、
こ
の
大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
を
開

催
す
る
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観

光
協
会
と
し
て
も
、
災
害
で
落
ち
込
ん

で
い
る
大
洲
市
を
、
な
ん
と
か
元
気
に

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
花
火
大

会
の
実
施
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
い
ち
ば
ん
心

配
し
た
こ
と
は
、
来
場
者
の
数
で
す
。

夏
の
夜
と
は
違
い
、
冬
の
夜
は
冷
え
込

み
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
店

街
連
合
会
や
、
商
工
会
議
所
青
年
部
・

婦
人
部
の
み
な
さ
ん
に
、
温
か
い
食
べ

物
な
ど
の
振
る
舞
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
花
火
大
会
は
、
た
く
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
成
功
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
火
大
会
に
は
、
市
外
か
ら
も

多
く
の
人
が
訪
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
大
洲

市
が
災
害
を
乗
り
越
え
、
よ
り
一
層
盛

り
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
株
式
会
社
カ
ネ
コ
は
、
今
の

大
洲
市
が
大
洲
町
で
あ
っ
た
時
代
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
災

害
で
胸
を
痛
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
や
は
り
花

火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ご
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
大
洲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
洲

金
融
協
会
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
と
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
洲
復
興

冬
花
火
大
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
花
火
は
、
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ん
へ
の
ご
自
愛
、
大
洲
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
の
感
謝
と
、
沈
ん
だ
気
持
ち
を
花

火
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
で
も
明

る
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
㈱
カ
ネ

コ
と
い
た
し
ま
し
て
も
微
力
な
が
ら
努

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
第
一
に
、
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
洲
復
興
冬
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ

た
１
月
11
日
は
、
15
年
前
に
１
市
２
町

１
村
が
合
併
し
、
今
の
大
洲
市
が
１
つ

に
な
っ
た
記
念
の
日
で
す
。
花
火
大
会

を
い
つ
開
催
す
る
か
協
議
し
て
い
る
中

で
、
こ
の
日
に
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
緑
地
公
園
に
は
、
多

く
の
観
客
が
集
ま
り
、
冬
の
空
に
打
ち

上
げ
ら
れ
る
花
火
を
見
上
げ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
、
目
頭
を
押
さ
え
る
人
も

見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
花
火
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
約
半
年
が

経
っ
た
今
、
大
洲
市
で
は
復
興
へ
の
歩

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
完
全

な
復
興
ま
で
に
は
、
長
い
道
の
り
に
な

り
ま
す
。１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、

今
日
も
多
く
の
人
が
、
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

大洲商工会議所　会頭

城戸　猪
い

喜
き

夫
お

 さん

大洲市観光協会　会長

藤岡　周
しゅう

二
じ

 さん

株式会社カネコ
代表取締役会長

金子　　仁
ひとし

 さん

復
興
へ
の
証
と
し
て
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大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
表
彰
式

が
１
月
13
日
㈰
、
大
洲
市
役
所
２
階

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
洲

市
き
ら
め
き
大
賞
と
は
、
大
洲
市
の

文
化
の
向
上
発
展
に
関
し
て
、
特
に

顕
著
な
業
績
ま
た
は
成
績
を
収
め

た
個
人
、
団
体
に
贈
る
賞
で
す
。

　

今
年
度
は
、
き
ら
め
き
大
賞
に
５

個
人
１
団
体
、
特
別
表
彰
に
１
個
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
二
宮
市
長
は
、「
大
洲

市
の
人
た
ち
が
、
国
内
外
に
お
い
て

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
る
。

み
な
さ
ん
の
活
躍
す
る
姿
は
、
多
く

の
人
に
感
動
と
希
望
を
与
え
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑

大洲から全国、そして世界へ、さらなる高みを目指して
～平成30年度大洲市きらめき大賞表彰式～

張
っ
て
ほ
し
い
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を

期
待
し
て
い
る
」
と
受
賞
の
祝
福
と

将
来
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
よ
る
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
上か
み

野の

真ま

琴こ
と

さ
ん
は
、「
大
好

き
な
絵
で
受
賞
で
き
、
と
て
も
う
れ

し
い
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
受
賞
の
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　

大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
回
を
含
め

て
延
べ
59
個
人
20
団
体
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
表
彰
は
、

今
回
で
延
べ
８
個
人
が
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
「
ふ
る
さ
と
の
お
盆
の
思
い
出
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
・
低
学
年
の
部

作
品
名

﹁
が
ん
ば
っ
た
よ
。
富
士
登
山
﹂

作
品
名

﹁
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
急
い
で
ひ
な
ん
﹂

作品名「富士山の頂上を目指して」

平
成
29
年
度
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
生
・
絵
画
の
部

２
０
１
７
年
「
ふ
る
さ
と
の
お
盆
の
思
い
出
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

小
学
校
・
高
学
年
の
部

上
かみ

野
の

　春
はる

樹
き

 さん
（大洲小学校 4年）
※表彰時： 3年

沖田　　結
ゆい

 さん
（肱川小学校 5年）
※表彰時： 4年

上
かみ

野
の

　真
ま

琴
こと

 さん
（大洲南中学校 1年）
※表彰時：大洲小学校 6年

「
優
秀
賞
」

優
秀
賞
「
国
土
交
通
事
務
次
官
賞
」

「
優
秀
賞
」
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第
５
回

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
２
０
１
８

水
泳
競
技　

男
子
１
部

　

50
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ　
「
第
１
位
」

　

25
メ
ー
ト
ル
自
由
形　
「
第
２
位
」

Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｓ
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ァ

イ
ナ
ル
２
０
１
８　

プ
ー
ケ
ッ
ト
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
男
子

　

50
メ
ー
ト
ル
ア
プ
ニ
ア　
「
優　

勝
」

※ 

ア
プ
ニ
ア
…
フ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
足
ひ

れ
を
装
着
し
て
行
う
水
泳
競
技
の
う
ち

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
使
用
せ
ず
、
潜
水
で

泳
ぐ
種
目

プ
ラ
ン
名

﹁
ク
ラ
ゲ
予
防
ク
リ
ー
ム
の
開
発
﹂

　

き
ら
め
き
大
賞
は
、
通
算
３
回
を
限
度
と
し
、
通
算
３
回
目
の
受
賞
に
あ
わ

せ
て
、
特
別
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
表
彰
受
賞
後
に
同
等
の

功
績
が
３
度
あ
っ
た
場
合
に
も
、
特
別
表
彰
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

長浜高等学校水族館部

寺坂　友
とも

希
き

 さん
（長浜中学校 3年）

二宮　龍
りゅう

之
の

輔
すけ

 さん
（帝京第五高等学校 2年）

佐相　和
かず

希
き

 さん
（河辺中学校教諭） 重松　楽

ら

々
ら

 さん（３年）　梶岡　萌
ほのか

伽 さん（３年）
河原　羽

うわめ

夢 さん（1年）

大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞

特
別
表
彰
（
４
回
目
）

「
準
グ
ラ
ン
プ
リ
」

【3 度目の特別表彰後の主な功績】
▽第33回・34回日本身体障がい者水泳選手権大会
　50m背泳ぎシニア第 1位・50m自由形シニア第 1位
▽第35回日本パラ水泳選手権大会
　50m背泳ぎシニア第 1位・50m自由形シニア第 1位
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決意を胸に
大洲市成人式
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平
成
30
年
度
大
洲
市
成
人
式
が
１
月
13
日
㈰
、

大
洲
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
新
成
人
３
６
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
粟あ
わ

津ず

祗ぎ

園お
ん

太
鼓
保
存
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
和

太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
二
宮
市
長
は
「
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
大
き
な
夢
と
広
い
視
野
を
持

っ
て
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と

激
励
の
こ
と
ば
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
藤
原
蓮れ
ん

さ
ん
が
「
今
ま
で

の
20
年
間
を
振
り
返
り
、
今
と
い
う
時
間
の
大
切

さ
を
考
え
、
今
後
の
長
い
人
生
を
有
意
義
な
も
の

に
し
た
い
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
自
分
の
足
で
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
感

謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

「災害があり、そのなかで成人式を開催してい
ただき感謝している。 5月には父になるので、
さらに自立と自覚を持って取り組みたい」

「20歳になり、大人として自覚を持って行動し
たい。将来、大洲に帰って地元を盛り上げたい」

「 4月から社会人として頑張りたい。父と母に
恩返しをしていきたい」

「復興に向け全力を尽くしたい。消防士として、
火災ゼロに向け、努力していきたい」

「地元河辺が大好き。生まれ育ったこの地区を
盛り上げ地元に恩返しをしたい」

藤原　蓮
れん

さん（肱川町予子林）

髙﨑　大
たい

聖
せい

さん（柳沢）渡邉　あかりさん（長浜町下須戒）

山﨑　巧
たく

夢
む

さん（菅田町菅田）福宮　ほのかさん（河辺町北平）

新 成 人 か ら ひ と こ と

新たな門出
平成30年度
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第18回「レンガのある風景」はがきコンクール作品展
　第18回「レンガのある風景」はがきコンクールの表彰式が、1月19日㈯、おおず赤煉

れん

瓦
が

館で開催されました。
　大洲市内外より多数の作品がよせられ、会場には個性豊かな作品が展示されました。入賞したみなさんは
次のとおりです。（敬称略）

部　　門 氏　　名

中
学
生

最優秀賞 山下　七
な

夢
ゆ

優秀賞（国際ソロプチミスト大洲賞） 旭　　華
か

恋
れん

優秀賞（赤煉瓦倶楽部おおず賞） 井上　和
かず

哉
や

高
・
大
・
一
般

最優秀賞 菊地ちはや

優秀賞（大洲ライオンズクラブ賞） 宮地　政
まさ

弘
ひろ

優秀賞（大洲史談会賞） 下柳　悦
えつ

子
こ

写
　
真

最優秀賞 濱本　秀
ひで

雄
お

優秀賞（大洲郵便局賞） 鳴滝ひろみ

優秀賞（大洲ユネスコ協会賞） 武内　勇
いさ

雄
お

部　　門 氏　　名

大洲市長賞 川村　照
てる

乃
の

山田きよ賞 梶川　生
いく

子
こ

小
学
生

低
学
年

最優秀賞 﨑野　優
ゆう

斗
と

優秀賞（大洲ロータリークラブ賞） 村上　華
か

歩
ほ

優秀賞（愛媛県建築士会大洲支部賞） 中岡　美
み

結
ゆう

小
学
生

高
学
年

最優秀賞 水井　綾
あや

音
ね

優秀賞（大洲喜多倫理法人会賞） 永原　実
み

咲
さき

優秀賞（赤煉瓦ふれあい倶楽部賞） 平塚　義
よし

樹
き

【中学生の部最優秀賞】「ある夏の午後」

【写真の部最優秀賞】
「赤レンガと猫」

【高・大・一般の部最優秀賞】
「威風堂々」

【小学生高学年の部最優秀賞】
「赤レンガ館」

【大洲市長賞】「灯りがともる」

【小学生低学年の部最優秀賞】
「おおず赤れんが館」

【山田きよ賞】「たたずむレンガ館」

入賞作品紹介
（一部抜粋）
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　市内中心部を回る循環バスの出発式が、 1月11
日㈮、伊予鉄南予バス大洲営業所で行われました。
　愛称は、昨年 5月に廃止された旧循環バスと同
じ「ぐるりんおおず」です。
　二宮市長は、「バス運行の再開が、豪雨災害から
の復興、復旧への後押しになってくれることを期
待している」とあいさつしました。
　式では、テープカットで運行の再開を祝い、安
全運行を願って運転手に花束が手渡されました。

　第65回大洲市寒中水泳大会が 1月14日㈪、柚木
如
にょ

法
ほう

寺
じ

河原で開催されました。 3歳から78歳まで
の約50人が参加し、水温 8度の肱川で初泳ぎを行
いました。
　また、日本泳法13流派のひとつで大洲に伝わる
「主

しゅ

馬
め

神
しん

伝
でん

流
りゅう

」（県指定無形文化財）が、保存会の
会員らによって披露されました。大学生による水
書や日傘泳ぎで成人の日を祝うと、訪れた観客か
ら大きな拍手が送られました。

　

大
洲
市
立
図
書
館
本
館
が
開
館
し
て

10
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
が
１
月
11

日
㈮
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
二
宮
市
長
は
、「
図
書
は
時

代
を
映
す
鏡
で
あ
る
。
知
と
出
合
い
、

心
を
豊
か
に
す
る
施
設
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
図
書
館
の
運
営
に
貢
献
の

あ
っ
た
２
個
人
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
楠
﨑
倭し
ず

子こ

さ

ん
が
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、

身
に
余
る
光
栄
。
図
書
館
で
本
や
人
と

巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び

と
今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
10
周
年
を
記
念
し
、

館
内
に
い
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。
１
８
４

通
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
３
人
の

命
名
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
図
書
館
功
労
者
表
彰
】

▽
楠
﨑　

倭
子　

さ
ん

（
大
洲
市
読
書
グ
ル
ー
プ
協
議
会
長
）

▽
久
保　

史し

朗ろ
う　

さ
ん

（ 

市
立
図
書
館
元
館
長
・
市
立
図
書
館

協
議
会
副
委
員
長
）

▽
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
会

▽
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

お
は
な
し
玉
手
箱

【
マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称
命
名
者
表
彰
】

▽
ビ
ブ
く
ん

　

井
上　

寛ひ
ろ

規の
り　

さ
ん

▽
リ
オ
ち
ゃ
ん

　

井
上　

咲せ

愛ら　

さ
ん

▽
オ
ー
ズ
リ
ー

　

岡
村　

幸ゆ
き

音ね　

さ
ん

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て

「ぐるりんおおず」運行再開肱川を舞台に新春の風物詩

リオちゃん ビブくん

オーズリー
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　総務省愛媛行政監視行政相談センターによる行
政相談出前教室が、 1月22日㈫に平小学校で開催
されました。
　 6年生50人を対象にして行われた教室では、日
常生活と行政との関わりや、行政相談制度の仕組
みなどが説明されました。その後、児童らはグル
ープに分かれ、通学路など身近なところで困った
ことはないかを話し合い、まとめた意見を発表し
ました。

　恒例の新春囲碁大会（大洲市文化協会長浜支部
主催）が 1月17日㈭、長浜ふれあい会館で開催さ
れました。107回目となる今大会には、囲碁愛好家
11人が参加し、新春の和やかな雰囲気を一変させ
る、碁石を打つ「パチン」とした音が会場を包み、
緊迫のなかで熱い戦いが繰り広げられました。
　なお、入賞者は次のとおりです。
【優　勝】垣見　芳

よし

彦
ひこ

�さん（長浜町出海）
【準優勝】大塚　萬

まん

作
さく

�さん（長浜）
【第 3位】山本　　繁

しげる

�さん（長浜町沖浦）

　第36回大洲市健康マラソン大会が、 2月 3日㈰、
若宮堤防で開催されました。レース前に行われた
開会式では、田口地区の寺岡ファミリーが選手宣
誓を行い、楽しく元気に走ることを誓いました。
　この大会では18部門が設けられ、参加した577人
のランナーはそれぞれのペースでコースを完走し
ました。沿道には多くの観客が集まり、ランナー
に温かい声援を送っていました。

行政相談をもっと身近に熱戦を展開　第107回新春囲碁大会

寒さを吹き飛ばせ 高齢者叙勲

沖　野　常
つね

　一
いち

 さん
（肱川町宇和川）
元肱川町議会議員

　沖野さんは、長年にわたり地方自治業務に
ご尽力されたご功績により、このたび「旭日
単光章」を受章されました。

旭
日
単
光
章
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大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
　

３
月
と
い
え
ば
卒
業
式
。
青
年
部
で

も
、
２
人
の
先
輩
が
卒
業
し
ま
す
。
実

は
、
大
洲
の
魅
力
を
ク
イ
ズ
に
し
て
き

た
大
洲
ご
当
地
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー

を
、
４
月
号
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。平
成
26
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
洲
に
は
素
晴

ら
し
い
場
所
、
人
、
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
、
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
2
月
号
の
ク
イ
ズ
解
答
・
解
説
編
】

　

昔
遊
び
選
手
権
は
、
何
の
遊
び
で
競

わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

①　

メ
ン
コ
と
ベ
ー
ゴ
マ

②　

ベ
ー
ゴ
マ
と
ゴ
ム
銃

③　

ゴ
ム
銃
と
メ
ン
コ

正
解
…
②

解
説
…
平
成
30
年
度
の
遊
び
選
手
権
で

は
、
ゴ
ム
銃
大
会
で
高
知
か
ら
訪
れ
た

小
学
生
が
、
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
で
は
、
三

重
か
ら
来
た
青
年
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
が
開
幕
予
定
で
す
。
来
年
の
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し
て
、

ポ
コ
ペ
ン
横
丁
に
通
う
の
も
面
白
そ
う

で
す
ね
。

※�

今
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
広
報

お
お
ず
₄
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

先
日
「
２
ツ
目
」
に
昇
進
し
、「
真

打
ち
」
を
目
指
す
大
洲
出
身
の
落

語
家
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

①　

立
川
志し

ら
門も
ん

②　

柳
家
権ご
ん

之の

助す
け

③　

古こ

今こ
ん

亭て
い

菊き
く

志し

ん

文化財
貫
ぬ き

小
ご

屋
や

のヤブツバキ
市指定天然記念物
神
し ん

明
め い

神社所有

　この木は、菅田町大竹の貫小屋地区に所在し、
標高約260mの山腹にある神

しん

明
めい

神社境内に立って
います。樹高は約13.5m、推定樹齢は約200年を数
えます。神社の本殿などが建立されたのは万

まん

延
えん

元
（1860）年といわれ、それよりも以前から育ってい
たようです。
　毎年1月から2月ごろになると、花弁が完全に
開ききらない小ぶりの赤い花が咲き、ヤブツバキ
の典型的な特徴を観察することができます。
　大洲地域などでは、ヤブツバキのことを「カタ
シ」、「カタシノキ」とも呼びますが、これは種子を
砕いて油を採るとき、殻が硬く割りにくいことが由
来といわれています。
　ヤブツバキは、大洲地域の植生としては代表的
な種ですが、この木は市内のツバキの中で最も高
く、樹齢も古いことから、貴重な一本といえます。

（平成 7年11月21日指定）

野　鳥
オオハム（大波武）
アビ目　アビ科
全長 72㎝  翼開長 120㎝

　潜水して魚を捕らえるため、古い呼び名は、
魚食み（はみ）と言われ、それがなまってハム、
他の仲間より大きいのでオオハムと名前が付い
たようです。
　瀬戸内海などの内海に冬鳥としてやって来て、
集団で漁をします。昭和40年ごろまでは、アビ
漁（イカナゴをアビ類が追って集まった所にタ
イなどの大型の魚が引き寄せられ、それを漁師
が釣り上げる）が盛んでしたが、最近は個体数
も減少して、その漁法は見られなくなりました。
　有名になった青島は猫だけでなく、行き来す
る航路でも、陸地ではめったに見られないアビ
類などの海鳥が多く生息していて、観光の目玉
になる要素を持っているような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟
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　元団員や大洲ライオンズクラブ、賛助出演の
みなさんと創立50周年を記念した演奏会を実施
します。入場無料ですので、ぜひお越しください。

【日　時】 3 月16日㈯　午後 1時30分～
　　　　　※開場：午後 1時

【場　所】大洲市民会館大ホール
【内　容】
「未来へのレシピ」、「あすという日が」、「ほらね」、
「宇宙戦艦ヤマト」ほか
【賛助出演】
▽伊予銀行合唱団
▽大洲農業高校吹奏楽部

【友情出演】
大洲市立久米小学校　 5、6年生（有志）

【問い合わせ先】
大洲少年少女合唱団事務局（二宮）　☎24－2127

　清流河辺川で第31回渓流つり大会を開催しま
す。渓流釣りの醍

だい

醐
ご

味
み

、大物アメノウオの手ご
たえを楽しめるかもしれません。釣り上げた魚
（アメノウオ・マス）の大きさで、順位を決定し
ます。
　なお、釣りざおや餌などは各自でご用意くだ
さい。ルアーは、使用できません。

【日　時】 3 月30日㈯　午前 7時～
※当日受け付けします。

【場　所】
河辺ふるさとの宿

【参加費】
▽大　人　1,500円　
▽子ども　　500円
（中学生以下）

【主催・問い合わせ先】
大洲市観光協会河辺支部（河辺支所内）
☎39－2111

大洲少年少女合唱団
創立50周年記念演奏会

第31回　渓流つり大会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
成
果
報
告
会
の
開
催

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
力
の

維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
な
ど
の
進
行
が
著
し
い
地
方

に
お
い
て
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
農

林
漁
業
の
応
援
や
住
民
の
生
活
支
援
な

ど
各
種
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
受
け
入
れ
地
域
へ
の
定

住
・
定
着
を
図
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
大
洲
市
で
は
４
人
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
地
域
活
性
化
活
動
を
行

っ
て
い
て
、
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

報
告
会
開
催
概
要  　
　
　
　
　
　
　

【
日　

時
】

３
月
15
日
㈮　

午
後
２
時
〜

【
場　

所
】

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

各
隊
員
に
よ
る
活
動
内
容
の
報
告

【
参
加
料
】

無
料

 

協
力
隊
の
活
動
内
容  　
　
　
　
　
　

【
河
辺
地
域
】

　

地
域
団
体
「
河
辺
の
未
来
を
考
え
る

会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
特
産
品
の

開
発
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け

入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
肱
川
地
域
】

　

地
域
団
体
「
肱
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
一
緒
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特

産
品
の
開
発
や
主
要
産
品
で
あ
る
し
い

た
け
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
観
光
振
興
全
般
】

　

肱
南
エ
リ
ア
に
あ
る
古
民
家
の
保
全

と
利
活
用
、
訪
日
外
国
人
受
入
体
制
整

備
や
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
一
員
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

大
洲
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
活
動
内
容
や
地
域

の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
隊
員
の

活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
で
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入
し
た
い
自
治

会
や
地
域
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
活
力
課　

☎
�
９
９
８
９

Facebook

instagram
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「
鯉
の
ぼ
り
」
の
寄
付
の
お
願
い

　

大
川
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
実
行
委
員
会

で
は
、
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

ま
で
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
大
成
橋
上
流
の
肱
川
に

約
２
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る

「
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
」
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
会
場

と
な
る
大
川
地
区
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
事
業
の
継
続
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
域
住
民
の
「
復
興

に
向
け
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
、
地
域
外
の
人
に
見
て
ほ

し
い
」
と
の
思
い
が
一
致
し
、
今
年
も

鯉
の
ぼ
り
の
川
渡
し
事
業
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
無
償
で
譲
っ
て

い
た
だ
け
る
鯉
の
ぼ
り
や
吹
流
し
、
の

ぼ
り
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
に

今
回
は
、
災
害
に
よ
り
川
渡
し
事
業
に

必
要
な
資
機
材
な
ど
が
流
失
し
、
鯉
の

ぼ
り
な
ど
の
数
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
な
ど
は
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご
寄
付
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
な
ど

の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
年
５
月
３
日
に
開
催
し
て

い
た
「
大
川
鯉
の
ぼ
り
祭
」
に
つ
い
て

は
、
大
成
橋
の
流
出
や
旧
大
成
小
学
校

体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
が
被
害
を
受
け
て
い
る
状
況
か

ら
、
今
年
は
休
止
と
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】　

４
月
19
日
㈮
ご
ろ
ま
で

【
設
置
予
定
期
間
】　

４
月
28
日
㈰
か
ら

５
月
12
日
㈰
ご
ろ
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
川
公
民
館　

☎
㉗
０
２
０
０

　おおず女性塾とは、活力あふれるまちづくりを進
めるための人材育成と、いきいきとした男女共同参
画社会づくりを目的とした、女性の学習の場です。
　環境問題や福祉問題など、幅広い分野での男女共
同参画に関する活動や学習を行います。女性のみな
さん、ぜひご参加ください。

【対 象 者】
市内在住の女性で、講座に参加できる人
※ 2期連続での入塾は不可

【活動期間】2019年 5 月～2021年 3 月
【定　　員】20人
※申し込み多数の場合は、抽選となります。

【申し込み方法】
　下記にご連絡ください。申込書を送付します。

【問い合わせ先】
企画政策課男女共同参画係　☎24－1728

第14期おおず女性塾塾生を募集します

（参考　第13期生の主な活動内容）
▽男女共同参画や市政についての講座
▽先進地視察研修
▽�大洲市男女共同参画社会づくりセミナーの合同
開催
▽男女共同参画社会づくり推進県民大会への参加
▽�えひめ男女共同参画フェスティバルへの参加

など
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軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の

変
更
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

市税・公共料金などのコンビニ納付開始
　平成31年 4 月から市税や公共料金などが、これまでの市役所窓口や金融機関窓口に加えて、全国のコンビ
ニエンスストアでも納付ができるようになります。

市税・各種公共料金名 担当課（問い合わせ先）
市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽
自動車税、国民健康保険税（普通徴収） 税務課　　　　☎24－1711

介護保険料（普通徴収） 高齢福祉課　　☎24－1714
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 保険年金課　　☎24－1713
保育料 子育て支援課　☎24－5718
市営住宅使用料 都市整備課　　☎24－1759
簡易水道使用料 水道課　　　　☎24－3753上水道使用料
下水道使用料（農業集落排水含む） 下水道課　　　☎24－1720

【コンビニで納付できる市税・公共料金】

　ご不明な点については、各担当課にお問い合わせください。

【コンビニで納付できない納付書】
▽バーコードの印字が無いもの
▽1枚当たりの金額が30万円を超えるもの
▽納付期限が過ぎたもの
▽�破損などによりバーコードの読み取り
ができないもの
▽金額を訂正したもの
▽口座振替不能通知書、督促状

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時

点
で
の
車
両
所
有
者
に
そ
の
年
額
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
の
譲
渡
や
被
災
に
よ
る
廃
車
な

ど
が
あ
る
場
合
や
、
災
害
や
引
っ
越
し

な
ど
に
よ
り
車
両
の
所
在
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に
下
記
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
継
続
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
で
廃
車
な
ど
の

手
続
き
を
し
て
も
、
課
税
の
取
り
消
し

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※ 

軽
自
動
車
税
は
、
自
動
車
税
と
異
な

り
、月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
収
納
係 

☎
㉔
１
７
１
１

長
浜
支
所 

☎
�
１
１
９
７

肱
川
支
所 

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所 

☎
39
２
１
１
２

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
事
務
所

☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）
３
１
２
４

愛
媛
運
輸
支
局

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
６

車　種 手続き場所 必要なもの
125cc以下の小型バイク
（原動機付自転車　など）

税務課
または
各支所

【廃棄】所有者・使用者・届出者の印鑑、ナンバープレート
※�ナンバープレートがない場合は「解体証明書」の添付
など

【紛失・盗難】所有者・使用者・届出者の印鑑
※�ナンバープレートがない場合は「遺失・盗難届出証明」
の添付または「届出受理番号」の提出など

【名義変更】新旧所有者・新規使用者・届出者の印鑑
※印鑑は認め印で可（シャチハタ使用不可）

小型のトラクターや農耕車、
フォークリフト　など

660㏄以下の軽自動車 軽自動車
検査協会 　軽自動車検査協会、運輸支局または車両販売店などに

お問い合わせください。125㏄超の中型・大型バイ
ク、ボートトレーラー 運輸支局

【納付できるコンビニエンスストア】（平成31年 1 月現在）
セブン-イレブン、ローソン、ローソンストア100、ファミリーマート、MMK設置店、くらしハウス、コミュ
ニティ・ストア、スリーエイト、生活彩家、セイコーマート、タイエー、デイリーヤマザキ、ニューヤマザ
キデイリーストア、ハセガワストア、ハマナスクラブ、ポプラ、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパート
ナーショップ、ヤマザキデイリーストアー
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手
話
通
訳
者
お
よ
び
要
約
筆
記
者

養
成
研
修
に
つ
い
て

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
支
援
す
る
「
手
話
通
訳
者
」
お

よ
び
「
要
約
筆
記
者
」
の
養
成
研
修
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
受
講
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

 

手
話
通
訳
者
Ⅰ 

【
研
修
期
間
】

２
０
１
９
年
５
月
か
ら
２
０
２
０
年
１

月
ま
で
の
土
日
の
う
ち
、
月
１
回

【
場　

所
】

今
治
市
お
よ
び
宇
和
島
市

【
定　

員
】

今
治
、
宇
和
島
会
場
と
も
20
人

【
対
象
者
】

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
・
基
礎
）

の
修
了
者
ま
た
は
同
程
度
の
手
話
技
術

を
有
す
る
人
で
、
県
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人

 

手
話
通
訳
者
Ⅲ 

【
研
修
期
間
】

２
０
１
９
年
８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
土

日
の
う
ち
、
月
１
回

【
場　

所
】
松
山
市

【
定　

員
】
20
人

【
対
象
者
】

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
（
通
訳
Ⅱ
）

の
修
了
者
ま
た
は
同
程
度
の
手
話
技
術

を
有
す
る
人
で
、
県
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人

要
約
筆
記
者

（
手
書
き
コ
ー
ス
、パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

【
研
修
期
間
】

２
０
１
９
年
５
月
か
ら
２
０
２
０
年
２

月
ま
で
の
土
日
の
う
ち
、
月
１
回
〜
５
回

【
場　

所
】
八
幡
浜
市

【
定　

員
】
20
人

【
対
象
者
】

県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

※ 

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
研
修
修
了
者

は
、
補
講
コ
ー
ス
を
受
講
可
能

 

手
話
・
要
約
共
通
申
込
期
間 

４
月
３
日
㈬
〜
５
月
８
日
㈬

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
９
０
９
３

　交通災害共済とは、交通事故による被害者救済を
目的とし、県内11市町が共同で実施している制度で
す。
　少しの掛け金で加入することができ、請求手続き
も簡単ですので、ご家族で万が一の交通事故に備え
ましょう。

【加入申込書の配布】
　平成30年度に加入した人に対して配布します。
　30年度は未加入で、31年度に加入を希望する場合
は、申込書を送付しますので、お気軽にご連絡くだ
さい。

【加入申し込み方法】
　最寄りの金融機関（郵便局を除く）の窓口に加入
申込書を持参し、掛け金を納付してください。

【加入資格】
　 4月 1日（基準日）に大洲市に住民登録があり、
市内に居住している人および共済加入者の被扶養者
で、市外に居住している人

ご家族そろってご加入ください
―平成31年度交通災害共済　加入申し込みのお知らせ―

【掛け金】（ 1人年額）
▽大人　700円　▽中学生以下　300円

【共済期間】
2019年 4 月 1 日�から2020年 3 月31日まで

【適用となる交通事故】
　共済期間中、国内の一般道路などで、自動車・バ
イク・自転車・車いすなどを利用している際の接触、
衝突などの事故、または歩いていて、車などにはね
られた場合に適用となります。

【見舞金を請求する場合】
　請求方法についてご説明しますので、お問い合わ
せください。
※�見舞金請求時には交通事故証明書が必要になりま
すので、必ず警察署に届け出てください。

【問い合わせ先】
危機管理課地域安全係　☎24－1742
長浜支所　　　　　　　☎52－1111
肱川支所　　　　　　　☎34－2311
河辺支所　　　　　　　☎39－2111
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～市役所での手続きはお早めに～
保険年金課での手続き

子育て支援課での手続き

高齢福祉課での手続き

市民生活課での手続き
国民年金
　退職などにより、厚生年金の資格を喪失してい
る場合は、転入先で国民年金加入の手続きをして
ください。
国民健康保険被保険者証
　転出手続きの際に被保険者証を返却し、転入先
で新たに手続きをしてください。
後期高齢者医療被保険者証
　転出手続きの際に被保険者証を返却し、転入先
で新たに手続きをしてください。
医療費給付の受給者証
　ひとり親家庭、子ども（乳幼児）、重度心身障
害者医療費の受給者証は、転出手続きの際に返却
し、転入先で新たに手続きをしてください。

【問い合わせ先】保険年金課� ☎24－1713
　　　　　　　　長浜支所� ☎52－1113
　　　　　　　　肱川支所� ☎34－2311
　　　　　　　　河辺支所� ☎39－2111

児童手当
　転出手続きの際に、子育て支援課または各支所
へ「受給事由消滅届」を提出してください。
　転出予定日の翌日から15日以内に、転入先で「認
定請求」の手続きをしてください。
※転入手続きだけでは、手当は支給されません。

【問い合わせ先】子育て支援課� ☎24－5718
　　　　　　　　長浜支所� ☎52－1113
　　　　　　　　肱川支所� ☎34－2311
　　　　　　　　河辺支所� ☎39－2111

介護保険被保険者証
　65歳以上の人または40歳～64歳の人で要介護認
定を受けている人は、転出手続きの際に被保険者
証を返却し、転入先で新たに手続きをしてくださ
い。

【問い合わせ先】高齢福祉課� ☎24－1714
　　　　　　　　長浜支所� ☎52－1114
　　　　　　　　肱川支所� ☎34－2311
　　　　　　　　河辺支所� ☎39－2111

住民登録（転出手続き）
　市民生活課または各支所で「転出証明書」を受
け取ってください。
　新住所に転入後、14日以内に転入先の市区町村
役場で手続きをしてください。
※外国人住民も届け出が必要です。

【持参するもの】
▽運転免許証など本人確認ができるもの
※�外国人住民の場合は、在留カード、特別永住者
証明書（または外国人登録証明書）
▽認め印
▽�住民基本台帳カード・個人番号カード（お持ち
の人のみ）
▽印鑑登録証（お持ちの人のみ）
※代理人の場合、委任状が必要です。

【郵送による転出届】
�▽�申請者の住所、氏名、押印、電話番号（昼間の
連絡先）
▽異動（転出）年月日
▽新住所、世帯主名
▽旧住所、世帯主名
▽異動した人の氏名
　以上を記入のうえ、運転免許証など本人確認で
きるもののコピー、82円切手を貼った返信用封筒
（宛先を記入）を同封し郵送してください。

【問い合わせ先】市民生活課� ☎24－1710
　　　　　　　　長浜支所� ☎52－1113
　　　　　　　　肱川支所� ☎34－2311
　　　　　　　　河辺支所� ☎39－2111
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引っ越しの準備はお済みですか
水道課での手続き

社会福祉課での手続き

教育総務課での手続き

水道の使用開始・中止の手続き
　引っ越しなどで上下水道の使用を開始・中止す
る場合、 3月・ 4月は混み合いますので、 1週間
前には水道課まで申し込みしていただきますよう
お願いします。
　なお、使用を中止した後の料金は、 2～ 3カ月
遅れての請求となりますので、よろしくお願いし
ます。

上下水道料金の支払いは便利な口座振替で
　仕事などにより、金融機関や窓口での毎月の支
払いが難しい人は、便利な口座振替をご利用くだ
さい。
　口座振替の申し込みは、取り引きのある市指定
の金融機関で行うようにお願いします。

【問い合わせ先】水道課　☎24－3753

～知っていますか漏水の確認方法～
　水道の蛇口などを全部閉めた状態で、水道メー
ターのパイロット（写真参照）が回っていれば、
漏水の可能性があります。
　漏水を発見したら、早急に市指定の給水装置工
事事業者に修繕の依頼をしてください。
　市指定の給水装置工事事業者の紹介をご希望の
人は、水道課までお気軽にお問い合わせください。
　また、市公式ホームページでも確認することが
できます。

障がい福祉関係
　障害福祉サービス受給資格証を持っている人
は、転出前に社会福祉課へお返しください。
　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳を持っている人は、転入先の福祉事務所な
どで住所変更をしてください。
　また、次の受給者についても同様に、転入先の
福祉事務所などで所定の手続きを行ってくださ
い。
▽特別児童扶養手当受給者
▽特別障害者手当受給者
▽障害児福祉手当受給者
▽福祉手当受給者
▽心身障害者扶養共済加入者
▽自立支援医療費
　（精神通院、更生医療、育成医療受給者）

【問い合わせ先】社会福祉課� ☎24－1758
　　　　　　　　長浜支所� ☎52－1114
　　　　　　　　肱川支所� ☎34－2311
　　　　　　　　河辺支所� ☎39－2111

小中学校の転校手続き
　住民異動手続きが済み次第、教育総務課にご相
談ください。
　市外の小中学校に転校する場合、「在学証明書」
などの書類を転入先の学校に提出してください。

【問い合わせ先】教育総務課　　☎24－1733
パイロット
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鳥獣被害防止総合対策事業
ワイヤーメッシュ柵などを地域ぐるみで整備する
場合、必要となる資材の補助
【補助率】　100%　※原則、地元負担はありません。
【要　件】　次の要件を満たすこと
▽国が定める費用対効果要件を達成
▽おおむね 1 ha以上の農地を一体として柵を設置
▽柵の設置作業・管理は地元で行う
▽受益農家が 3戸以上ある
【要件を満たさない例】
柵を設置する範囲内に耕作放棄地が多く見られる
など

鳥獣害防止施設整備事業
電気柵またはワイヤーメッシュ柵の整備を希望す
る個人へ、現物支給での補助
【注意事項】　
▽個人で市販の資材を購入した場合は対象外
▽�補助を希望する場合は、愛媛たいき農業協同組
合に申請

【締め切り】　 4月中旬ごろ

有害鳥獣捕獲檻購入補助事業
市が捕獲檻（箱わな）の購入費用の一部を補助
【対象者】　
▽市内に住所を有し、現に居住している人
▽わな猟免許を所持している人
【補助金額】　購入価格の1 / 3 以内（2万5,000円上限）

狩猟免許取得費等補助金
【対象者】　
▽市内に住所を有する人
▽�大洲喜多猟友会、川上猟友会に入会している人
または入会予定の人

【対象経費】　
▽狩猟免許初心者講習受講料
▽狩猟免許受験料
【補助金額】　対象経費を合計した額

認定農業者経営発展支援事業
認定農業者が経営発展に必要な機械などを導入す
る場合などに、要件を満たせば対象費用の1/4 ～
1/2（標準事業費3,264千円）を補助
【対象者】
集落における営農計画書の中心的役割を担うとと
もに、経営状況のチェックを行い、経営発展に取
り組む認定農業者

農山漁村地域担い手等支援事業
農林漁業の担い手の新たな取り組みや計画性のあ
る事業展開に対して、必要な機械・施設などを導入・
整備する場合（30万円以上）などに、要件を満た
せば対象費用の1/3以内（100万円上限）を補助
【対象者】
市内に住所を有する農林漁業の担い手などで、認
定農業者および認定基準に準じる人など

農業次世代人材投資資金（経営開始型）
※旧青年就農給付金
【給付金】　年額最大150万円（最長 5年間）
【要　件】
▽独立・自営就農時の年齢が原則45歳未満
▽�親元就農の場合、 5年以内に経営を継承する、
または親の経営から独立した経営を行う
▽�生活費を支給する国のほかの事業を重複受給し
ない　など
※上記以外にもさまざま要件があります。

6 次産業化等推進モデル事業
新たに 6次産業化に取り組むために必要な機械・
施設などの導入・整備や商品開発に係る経費など
について、要件を満たせば対象費用の2/3以内（100
万円上限）を補助
【対象者】
市内に住所を有する農林水産業者および市内で主
たる活動を行う農林水産業者など

鳥獣被害対策（防除）

鳥獣被害対策（捕獲）

担い手育成対策

6 次産業化推進

農業などに関する国・県などの補助事業を活用しませんか
～担い手支援と鳥獣被害対策、新築木造住宅などの補助について～
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　中山間地域では、過疎化や高齢化、また平地と比べて農業生産条件が不利であることから、中山間地
域が持つ多面的機能が低下しています。耕作放棄の発生を防ぎながら、農業生産活動などを継続し、多
面的機能を維持していくためにこの事業を実施しています。
【対象者】　集落単位で協定を締結し、 5年間以上継続して農業生産活動などを行う農業者など
【対象農用地・交付単価】
⑴農業振興地域整備計画に該当する農用地で、耕作放棄されていないこと
⑵ 1 ha以上のまとまりがあること（共同活動があれば飛び地も含める）
⑶次の傾斜があること

【集落協定に求められる活動内容】
▽基礎単価分

▽体制整備単価分
　�　基礎単価分の要件に加え、機械・農作業の共同化、農産物の加工・販売、集団的で持続可能なサポ
ート体制の整備など、より前向きな活動を選択して取り組みます。

　この他にも、経営体育成支援事業（金融機関から融資を受けて農業用機械などを購入する場合に、30％を
補助）、担い手への融資支援事業（貸付当初の5年間を実質無利子にする事業など）、農地中間管理事業（農
地中間管理機構を通じて、担い手への貸付契約により協力金が得られる事業）などがあります。
　農林漁業関係の補助・助成について、対象となるかどうかなど、不明な点がございましたら、下記までお
問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ先】　農林水産課　　　　　☎24－1727　　長浜支所地域振興課　☎52－1112
　　　　　　　　　　　　　肱川支所地域振興課　☎34－2311　　河辺支所地域振興課　☎39－2114

森
も

林
り

づくり木造住宅建築促進事業費補助金
南予で生産された木材または製材品を使用した在来工法による
木造住宅を建築し、または購入する場合、住宅建築（購入）費
用の一部を補助
【対象者】
大洲市内に自ら居住するために住宅を建築または購入する人
【補助要件】
▽南予産材を主要部材の材積の60%以上使用する
▽延べ床面積が50㎡以上
【補助金額】
▽材積 1㎥当たり 1万円を乗じた額（30万円上限）
▽�大洲市の分譲地を新たに購入し、新築する場合は材積 1㎥当
たり 1万5,000円を乗じた額（50万円上限）

中山間地域直接支払事業

市産材利用促進

対象農用地 条　件 単価区分 10a当たり交付単価（円）
田 畑

急傾斜 田　 1 /20以上
畑　15度以上

体制整備単価（満額） 21,000 11,500
基礎単価（ 8割） 16,800 9,200

緩傾斜 田　 1 /100以上 1 /20未満
畑　 8度以上15度未満

体制整備単価（満額） 8,000 3,500
基礎単価（ 8割） 6,400 2,800

要　件 活動項目

農業生産活動など 集落が目指す将来像に向けた活動計画の作成、水路の泥上げ、農道周辺の
草刈りなどの管理活動　など

多面的機能増進活動 周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け、協定農用地への柵、ネットなど
の設置　など
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し
ら
せ

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
、「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
防
火
に
対
す
る
意
識

を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
で
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
尊
い
生
命
や
大
切
な

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

冬
の
寒
さ
も
少
し
ず
つ
和
ら
ぎ
、
火

の
取
り
扱
い
に
対
す
る
注
意
が
緩
み
が

ち
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
季
は
空
気

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
県
政
出
前
講
座
」
の
ご
案

内

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て

い
ま
す

が
非
常
に
乾
燥
し
、
ま
た
風
の
強
い
日

が
多
く
あ
り
、
１
年
を
通
し
て
火
災
が

頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
命
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽ 

た
ば
こ
の
火
は
確
実
に
消
し
、
寝
た

ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る
時
は

必
ず
火
を
消
す
。

▽ 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
屋
外
で
の
火

の
使
用
を
控
え
る
。

▽ 
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署 

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署 

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署 
☎
34
２
８
５
１

　

愛
媛
県
で
は
、
地
域
や
職
場
で
行
わ

れ
る
集
会
な
ど
に
県
の
職
員
が
出
張

し
、
県
の
施
策
な
ど
を
説
明
す
る
「
県

政
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

▽ 

会
場
は
申
込
者
側
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽ 

お
お
む
ね
20
人
以
上
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽ 

希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
県
広

報
広
聴
課
ま
た
は
南
予
地
方
局
地
域

政
策
課
、
八
幡
浜
支
局
総
務
県
民
室

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

【
講
座
テ
ー
マ
】

　

県
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
施

策
や
教
育
、
く
ら
し
、
環
境
な
ど
県
民

生
活
に
関
係
の
深
い
施
策
の
中
か
ら
設

け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
３

℻
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
８

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/
h12200/dem

aekoza/index.htm
l

　

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調
査

業
務
に
従
事
す
る
統
計
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
統
計
調
査
員
の
仕
事

を
希
望
す
る
人
を
登
録
す
る
、
調
査
員

登
録
制
度
も
あ
り
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
の
仕
事
】

　

調
査
票
の
配
布
や
回
収
、
点
検
、
整

理
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

【
統
計
調
査
員
の
身
分
と
報
酬
】

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施
時
に
任

命
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

　

調
査
の
内
容
、
受
け
持
ち
の
件
数
な

ど
に
応
じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
今
後
の
主
な
統
計
調
査
・
調
査
期
日
】

▽
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

２
０
２
０
年
２
月
１
日

▽
国
勢
調
査

　

２
０
２
０
年
10
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

情
報
管
理
課
情
報
統
計
係

☎
㉔
１
７
３
８

　

世
界
約
70
カ
国
で
約
１
０
０
０
種
を

超
え
る
仕
事
が
、
今
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発

途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
現

地
の
人
と
協
働
し
な
が
ら
、人
づ
く
り
、

国
づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
大
き

く
変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

４
月
３
日
㈬
正
午
締
め
切
り

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
　集
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イ

 

ベ
ン
ト

施
設
内
訓
練
生
募
集
の
お

知
ら
せ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

「
だ
ん
だ
ん
肱
川
」
の
ご

案
内

※
原
則
ウ
ェ
ブ
応
募
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
事
務
局

☎
０
３
（
６
７
３
４
）
１
２
４
２

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

☎
０
８
７
（
８
２
１
）
８
８
２
５

h
ttp
s://w

w
w
.jica.g

o.jp
/

volunteer/index.htm
l

　

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、「
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
」、「
ア

パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

　
「
自
分
の
感
性
を
磨
き
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
も
の
を
作
り
た
い
」
と
考
え

る
人
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】

▽
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科　

13
人

▽
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科　

10
人

【
訓
練
期
間
】

２
０
１
９
年
５
月
15
日
〜

２
０
２
０
年
２
月
28
日

【
募
集
期
間
】

３
月
11
日
㈪
〜
４
月
19
日
㈮　

※
必
着

【
応
募
手
続
き
】

　

募
集
期
間
内
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

入
学
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
校
選
考
日
】
４
月
26
日
㈮

【
試
験
内
容
】

筆
記
試
験
・
適
性
試
験
・
面
接

【
費
用
な
ど
】

　

入
校
選
考
料
、
入
校
料
、
授
業
料
は

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

自
己
負
担
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

〒
７
９
８
・
０
０
２
７

宇
和
島
市
柿
原
甲
１
７
１
２

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
３
４
１
０

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
暴
力
追
放
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暴
力
団
な
ど
に
よ

る
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
、
秘
密

厳
守
・
無
料
で
行
い
ま
す
。

【
日　

時
】
３
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

１
階

第
１
・
第
２
会
議
室

【
相
談
対
応
者
】

▽
弁
護
士

▽
大
洲
警
察
署
捜
査
員　

な
ど

【
相
談
内
容
】

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
刑
事
、
民
事
事

件
、
困
り
ご
と
な
ど
に
関
す
る
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）
愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン

タ
ー　

相
談
委
員　

野
本

☎
０
８
９
（
９
３
２
）
８
９
３
０

　

毎
年
恒
例
の「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
員
一
同
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

３
月
24
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
大
洲
商
店
会
連

合
会
コ
ー
ナ
ー
、委
託
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲

☎
㉓
５
５
７
８

　

肱
川
流
域
会
議
水
中
め
が
ね
主
催
に

よ
る
菜
の
花
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
だ

ん
だ
ん
肱
川
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
洲
農
業
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
加

工
品
販
売
、
う
ど
ん
な
ど
の
販
売
、
建

設
機
械
の
体
験
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催

し
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
面
の
菜
の
花
畑
に
は
ハ
ー
ト
マ
ー

ク
な
ど
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
３
月
23
日
㈯　

小
雨
決
行

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※ 

雨
天
の
時
は
、
24
日
㈰
に
順
延

【
場　

所
】

五
郎
畑
の
前
橋
（
赤
橋
）
下
の
河
川
敷

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
流
域
会
議
水
中
め
が
ね
事
務
局　

☎
㉕
１
１
１
７

暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談
に
つ
い
て
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高
校
を
卒
業
し
て
、
職
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
父
か
ら
「
イ
ン
テ
リ
ア
ト

ク
ナ
ガ
」
で
仕
事
を
し
て
み
な
い
か
と

誘
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
は
、
父
の
仕
事

を
手
伝
う
程
度
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

仕
事
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
仕

事
が
私
に
合
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
特
に
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
、
自
分
に
と
っ
て
も
う
れ
し

く
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
ト
ク
ナ
ガ
は
、
ク
ロ
ス

や
カ
ー
テ
ン
、
床
の
タ
イ
ル
な
ど
内
装

全
般
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。内
装
は
、

日
々
の
生
活
と
身
近
な
存
在
に
あ
る
た

め
、
美
し
さ
や
見
た
目
を
重
視
し
て
慎

重
に
施
工
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
慣
れ
る
ま
で
ク
ロ
ス
張
り
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、父
の
指
導
も
あ
り
、

一
通
り
の
業
務
は
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

インテリアトクナガ
（徳森1489︲1　☎25︲3256）

大野�しおり　さん
　「この仕事に出合えたことに
感謝したい」と話す23歳。

喜
ぶ
顔
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
が
励
み
に
な
る

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

父
と
は
、
業
務
の
速
さ
や
知
識
と
い
っ

た
全
般
に
お
い
て
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な

差
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
中
の
父
は
、
厳
し
い
と
き
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
優
し
さ
を
感

じ
ま
す
。尊
敬
す
る
父
を
目
標
に
し
て
、

よ
り
質
の
高
い
内
装
を
施
工
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
経
験
を
積
み
重
ね

て
、
技
術
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　みなさんこんにちは。私は女子寮の寮長をしている
帝京冨士高等学校 2年の川﨑優

ゆう

花
か

です。
　私は高校から帝京冨士高校に入学し、同時に寮生活
を始めました。家と違って寮生活は不便な面もありま
すが、慣れてくると規則正しい生活ができて、とても
気持ちがいいです。

―次回は大洲高等学校からです。

　寮では年間を通していろいろな行事があります。
特に楽しいのが、各学期末に実施される「特別食」
です。この日には、寮生だけでなく、通学生の希望
者や先生たちと一緒にお好み焼きや焼肉などを食べ
ます。先輩・後輩関係なく話をしたり、普段あまり
話さない人の知らない一面が分かったりするのでと
ても楽しく、時間はあっという間に過ぎてしまいま
す。
　これからもみんなと仲良く、楽しく学校や寮での
生活を送りたいと思います。
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帝京冨士高等学校Vol.24
～市内 6 校の高校生によるリレーエッセイ～

－継ぐモノ－ Vol.24

級 若モン

集まれ
オー



図書館
大洲市立図書館　　☎ ₅₉ー₄₁₁₁

長浜分館 　☎ ₅2ー₁₁2₁

肱川分館 　休　館　中

河辺分館　 　☎ 3₉ー2₁₁₁

　少しずつ寒さが和らぐこの頃。絵本でも春
を感じてみませんか。
「春の生きもの・植物について絵本で知りたい」
「ひなまつりの由来がわかる絵本はないかな」
「入学式がテーマの絵本が読みたい」
などなど、お電話でご相談ください。
春にまつわる絵本をたくさんご用意
してお待ちしています。

（本文紹介TRCマークより）※ このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）
　図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

（本文紹介TRCマークより）※ このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）

　小
しょう

学
がく

4 年
ねん

生
せい

のつむぎは、おばあちゃ
んが通

かよ

うケアハウスで俳
はい

句
く

にであう。
ある日

ひ

の放
ほう

課
か

後
ご

、だれもいない教
きょう

室
しつ

の黒
こく

板
ばん

に俳
はい

句
く

を書
か

き残
のこ

すと、次
つぎ

の日
ひ

…。俳
はい

句
く

のたのしさを知
し

った少
しょう

女
じょ

の
ハッピーな成

せい

長
ちょう

ものがたり。

俳
はい

句
く

ガール（児
じ

童
どう

書
しょ

）
堀
ほり

　直
なお

子
こ

作
さく

，高
たか

橋
はし

　由
ゆ

季
き

絵
え

　出
しゅっ

版
ぱん

：小
こ

峰
みね

書
しょ

店
てん

※ このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）※ このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）

　仲の良いクラスメイトだった中学
生のノボルとミカコ。だが、ミカコが
国連宇宙軍選抜メンバーに抜擢され
たため、宇宙と地球に離ればなれに
…。アニメーション監督・新海誠の
商業デビュー作を小説化。

小説ほしのこえ
新海　誠原作，大場　惑著　出版：汐文社

オススメ新着図書

大洲市立図書館（東若宮）縮小開館のお知らせ

新聞閲覧のご案内 春の絵本ご紹介します

日 月 火 水 木 金 土

₁ 2

3 ₄ ₅ 6 ₇ ₈ ₉

₁₀ ₁₁ ₁2 ₁3 ₁₄ ₁₅ ₁6

₁₇ ₁₈ ₁₉ 2₀ 2₁ 22 23

2₄ 2₅ 26 2₇ 2₈ 2₉ 3₀

3₁

■＝3月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時
�河辺分館のみ
平日は午後 5時まで
土日祝日は午後 1時まで

※�肱川分館は 7月の豪雨災害の影響
により、休館中です。
※�31日㈰は館内図書整理日のため、
長浜分館、河辺分館は休館します。

　大洲市立図書館は、 1月14日より災害復旧工事として、 1階全ての床の張り替えなどを行っています。
　工事に伴い、窓口を図書館裏の職員通用口左側に設置しています。電話やインターネットでご予約いただ
いた資料を受け取ることができます。
　返却についても、上記窓口にお持ちいただくか、窓口の横に設置している
返却ポストに入れてください。
　また、ごく一部の図書のみですが、入室して図書を見ていただける小さな
図書室をご用意しました。職員通用口から自由に中へお入りください。
 縮小予定期間【2₀₁₉年 ₅ 月3₁日㈮まで】 
　そのほか、気になることがありましたら、お気軽にお問い合わせください。

　大洲市立図書館が縮小開館の間、直近 3日分の
全国紙 5紙とスポーツ紙1紙を大洲市総合福祉セン
ター1階ロビーでご覧いただけます。

　閲覧時間は、午前 9時30分から午後 5時まで。

雑誌貸し出しのご案内
　通常は、貸し出し禁止の最新号雑誌を、縮小開館に伴い、
4月30日㈫までの期間限定で貸し出します。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9時～午後 5時　※は午後 6時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

3 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

3 日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894(24)7770
10日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893(25)7710
17日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894(62)6801
21日（木・祝） ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893(23)0510
24日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894(24)1199
31日㈰ ご う お 小 児 科 医 院 （ 西 大 洲 ） ☎0893(24)3936

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

5日㈫
午後 0時45分～

１時30分
大洲市
保健センター

４カ月児健診　  　（平成30年10月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

6日㈬ 10カ月児育児相談（平成30年 5 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

12日㈫ 1歳 ６カ月児健診（平成29年 8 月生）
19日㈫ ３歳児健診　※　 （平成28年 2 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

15日㈮

①午後 6時40分～
②午後 7時05分～
③午後 7時30分～

各回 1時間程度

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が平成31年 4 月
～ 7月の人
【内容】
▽赤ちゃんのお風呂体験
▽パパの妊婦体験
※�希望する人は 3月14日㈭までにお申
し込みください。

▽母子健康手帳
▽エプロン
▽タオル
▽カメラ

※ 3歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

4月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種を済ませて病気を未然に防ぎましょう。

　日本脳炎予防接種はお済みですか。20歳の誕生日前日までは、定期の予防接種として無料で受け
ることができます。母子手帳で日本脳炎の予防接種が済んでいるか確認しましょう。接種がまだな
ら早めの接種をお勧めします。

【接 種 回 数】▽ 1期：初回 2回・追加 1回　▽ 2期： 1回
【接種の方法】大洲市が委託している医療機関での個別接種
【持　参　物】母子手帳・接種券・予診票
※接種券・予診票を紛失している人は最寄りの保健センターで再発行の手続きを行ってください。
　委託医療機関やその他の詳細については、保健センターまでご連絡ください。

予防接種名 受けられる年齢 接種回数
Hibワクチン 生後 2カ月～60カ月 初回 3回・追加 1回
小児用肺炎球菌 生後 2カ月～60カ月 初回 3回・追加 1回
三種混合・四種混合 生後 3カ月～90カ月 初回 3回・追加 1回
BCGワクチン 1歳未満 1回

麻しん風しん混合 【 1期】 1歳～ 2歳
【 2期】小学校入学前 1年間 各 1回

日本脳炎ワクチン 1期 生後 6カ月～90カ月 初回 2回・追加 1回
不活化ポリオワクチン 生後 3カ月～90カ月 初回 3回・追加 1回

【小学校入学までに受けておくのが望ましい予防接種】

3 月 1 日㈮～ 7日㈭は予防接種週間です

平成10年 4 月 2 日～平成19年 4 月 1 日に生まれたみなさんへ
※不活化ポリオワクチンは、三種混合ワクチン接種者のみ対象で、四種混合ワクチン接種者は必要ありません。
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

▽市民法律相談　※要電話予約
時　 3月23日㈯　午前10時～午後 4時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎24－1724

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 3月22日㈮　午後 2時～ 4時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 3月 7日㈭ ･ 19日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 3月20日㈬　午前 9時～正午
場　市役所 3階第 2会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　 3月22日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 3月 5日㈫　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 3階和室
問　肱川支所　☎34－2311
河辺地域
時　 3月 8日㈮　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2111

▽不動産無料相談
時　 3月15日㈮　午前10時～午後 4時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

▽人権相談
大洲地域
時　 3月15日㈮　午前10時～正午
場　新谷公民館
時　 3月20日㈬　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3階）
肱川地域
時　 3月15日㈮　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
　　人権啓発課　☎24－1746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　�月・火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
場　�大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3階）
問　☎24－1414

▽青少年相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔�一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔��法律相談〕
　　　弁護士　※�要電話予約
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ 4・ 5火曜日・毎週木曜日
　　〔��介護相談〕毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 1時～ 4時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 3月22日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 3月 5日㈫　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 3階和室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 3月 8日㈮　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 3月27日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714
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　要約筆記サークル「オリーブ大洲」

     会長　中居　敏
と し

子
こ

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　要約筆記サークル「オリーブ大洲」は、平成７年から
活動を始め、今年で24年目を迎えます。現在は、18人の
会員で福祉大会や講演会などで、要約筆記を行っていま
す。要約筆記とは、聴覚障がい者に情報を伝える手段の
一つで、話されている内容を要約し、文字としてスクリー
ンに映します。病院などで筆談のお手伝いをすることも
あります。
　要約筆記をする際に最も重要なことは、情報を正確に
まとめ書き記すことです。私たちは、話の内容を聞き、
同時進行で書いていますが、全部書くことはできません。
そのため、会員で勉強会を開き、「速く・正しく・読み
やすく」をモットーに練習しています。
　現在、手書きに加え、パソコンでの要約筆記が普及し
ています。手書きと比べ、提供できる情報量が圧倒的に
多いのが特徴です。しかし、オリーブ大洲には、このパ
ソコン筆記のできる会員が少数しかいません。多様な
ニーズに応えるためにも、パソコン要約筆記の講座も開
講していきたいと思います。
　活動を行う中で、参加者からの「ありがとう」といっ
た感謝の言葉がとても励みになります。これからもより
質の高い要約筆記を目指していきます。オリーブ大洲の
活動に興味がある人は、ぜひご参加ください。
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